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南スラウェシの稲作景観
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TheRiceCulturalLandscapeofSouthSulawesi

HisaoFuRUKAWA*

Thispaperdescribesthedifferenttypesoftradi-
tionalricecultureinSouthSulawesiwhichhave

developedunderdifferentenvironments.

First,thecharacteristicsoflandilttributesare

dcseribedin termsofrainfallpattern and land

unitswithdefinitecombinationsoflaノndfbrm,soils
andlanduse.

Second,thetraditionalriceculturaltypesare

described,namely.･shifting cultivation on both

uplandandlowland;annualplantingofwetrice

with buffalo-trampling; deep-water cultivation:

は じ め に

南スラウェシには,五つの異なった ｢食文

化圏｣があるといわれる｡ 中心的な位置を占

めるものはウジュンパ ンダ ン (Ujung Pan-

dang),パ レパ レ (Pare-Pare),シンカン (Si-

ngkang)などを含む,州 の 中央 部 に位置し

ている米食圏である｡他の四つは,第 1がこ

の 中央 区 の北 に広 が るサダ ン･トラジャ

(Sa'danToraja)族の住む 山地 である｡ ここ

は雑食圏である｡ 第 2は, この トラジャ族山

地が西でマカッサル (Makassar)海峡に面す

る,マジェネ (Majene),マムジュ (Mamu-

ju)である｡ これはバナナ圏と考えられてい

る｡ 第 3は,逆に東でボネ (Bon(ラ)湾に向け

て広がる低湿地帯のルウ (Luwu)地 帯 で あ

*京都大学東南アジア研究センター ;The Center

forSoutheastAs ianStudies,KyotoUniversity

cultivationinsalineconditions;andbroadcastlng

orwetriceinadryclimate.

Third,aschemefらrthehistoricaldevelopment

ofriceculturaltypesinSouthSulawesiispresented

by integrating the hydrologicalconditionsand

tillageimplements. Thisschemeinvolvesthree

climaxtypeswhichdevelopedfrom theinclplent

phases ofthe slash-and-burn type:permanent

upland cultivation with orwithoutploughing,
irrigated cultivation with bu鮎10-trampling,and

irrigatedcultivationwithploughing.

る｡ これはサゴ圏である｡最後に米食圏の南

には, トウモロコシ圏が広がる｡ 少な くと

も,伝統的にはそういう5地区があったと考

えられている｡

本稿では, こうした地域的偏差をもつ南ス

ラウェシを,特に稲作 という側面か らみてみ

たい｡上にあげた四つの非米食圏にも,現在

では稲作が急速に拡散 しつつある｡ しか し,

拡散 しつつある稲作には,さすがに地域的な

差異がある｡ こうした差異を措写 し,合わせ

て,その歴史的な変容をも推察 してみようと

いうものである｡

Ⅰ 農 業 立 地

Li 降雨型

よく知 られているように,熱帯低圧帯 (IT

CG)が南北 100くらいの間を移動するので,
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図1 南スラウェシの月別降雨量分布

(各地点の地名などは別表を参照せよ)
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別表 :観測地点の標高および年間降雨量

地点番号 観測地点

1 Limbong
2 Masamba

3 Wotu

4 Malili

5 Ⅰ'alopo
6 Lamasie

7 Rantepao
8 Makale

9 Mamasa

lO Mesawa

l1 MamuJu
12 Malunda

13 Majene

14 Tinanbung

15 Campalaglang
16 Polewali

17 Langga

18 Benteng

19 Pinrang

20 Kariango

21 Mallompong

22 Enrekang
23 Kalosi

24 Rappang

25 Pangkajene

26 Amparita
27 Biloka

28 Belawa

29 Bila

30 Tanrutedong

31 Bolamalimpong
32 Paria

33 Singkang
34 Pampanua

標高 年間降雨量
(m) (mm)
400 2959

50 3151
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5 2953
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35 Watansoppeng 120 1939
36 Takala】a 70 1486

南緯 30から60に位置する南スラウェシでは

9,10月から3月まで北西風, 4, 5月から

9月は南東風が卓越する｡ したがって,基本

的には降雨の山が二つ生 じることになるが,

地形的条件によって降雨パターンは地域ごと

にかなり複雑である｡ 幸いかなり信頼度の高

い降雨量データ [Berlage 1949] があるの

で,年間の月平均降雨量を71地点について地

図上におとしてみた｡それが図 1である｡降
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地点番号 観測地点

37 Ujunglamuru

38 Tacclp1

39 Lonrong

40 Bajo
41 Siwa
42 ‡〉eniki

43 Ⅰ)al】ime

44 Watampone

45 Sinjai

46 Kajang
47 Pallatae

48 Bikeru

49 Manipi
50 Tombolo 1

51 Camba

52 Kappang
53 Malino

54 Malakaji
55 Loka

56 Parepare
57 Palanro

58 Sumpangbinangae

59 Segeri

60 Gantagantarang

61 Pangkajene
62 Mar°s

63 Tekolabua

64 mIIakassar

65 Sunguminasa

66 Limbung
67 Takalar

68 Allu

69 Jeneponto
70 Bantaeng
71 Bulukumba
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雨分布と全降雨量について,特徴のかなり明

瞭な地域性がみられる｡一部地形条件を加味

して,降雨型とその分布地域を区画 したのが

図 2であるOこの図には次のような地区が示

されている｡

西岸型

マカッサル ･バ ッル (Barru) 平野地域

(A)

北西モンスーンが卓越 し, 1月に降雨
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図2 降雨型による地域区分

(図中略号は本文を参照せよ)

量の極大値がある,P (年間降雨量)

>2,500mm

混交型

ボネ ･ワジョ (Wajo)平野地域 (B)

南東モンスーンが卓越, 5月に極大値

があり,ll,12月にも北西モンスーン

の雨がある,P>2,000mm

ピンラン (Pinrang)平野地域 (C)

5月と11,12月に極大値, p-1,700

-2,000mm

ヮラナエ (Walanae)盆地地域 (D)

5月と11,12月に極大値,P<1,700

111111

ティナンブン (Tinanbung)地域 (E)

不規則な降雨,P<1,400mm

北部山岳型

ルウ･トラジャ (Toraja)地域 (F)
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4月と11月に極大凪 P>2,500mm

マジェネ ･マムジュ地域 (G)

不規則な降雨,P>2,500mm

南部山岳型

東面地域 (H)

5月と1月に極大値,P>2,500mm

西面地域 (I)

1月に極大値,P>2,500mm

南岸型

ジェネポント(Jeneponto)地域 (∫)

1月に極大値,P<1,500mm

バ ンクエン (Bantaeng)･ブルクンバ

(Bulukumba)地域 (K)

5月と1月に極大値,P<1,300mm

マカッサル ･バ ッル平野地域では北西モン

スーンがロムポバタン (Lompobatang)山地

にぶつかって雨をおとし,12月, 1月に700

mm/月をこえる強い雨が集中する｡南東モン

スーンは東岸部,中央部に雨をおとし,西岸

には乾燥 した風を送るのみである｡ その間,

西岸の乾燥はきわめて強く,南岸とともに塩

田の分布が広い｡

混交型は降雨量の二つの極大値をもつが,

南東モンスーンの影響が強く,また一般に雨

は不安定である｡ 11月,12月の北西モンスー

ン期にはその雨を利用 しながら,南東モンス

ーン本格化の期待をこめて水田裏作のパラウ

ィジャ (palawija,主に トウモロコシ)が広

く植え付けられる｡ ワラナエ盆地地域は雨量

がかなり少なく,古 くから,タバコ, トウモ

ロコシ,豆を主とする畑作物の栽培が広い｡

北部山岳のルウ･トラジャ地域は高い山地

で雨雲をしぼり雨量が多い｡二つの極大値を

もつが,南東モンスーンの雨が多い｡ しかし,

稲作は1月に開始する場合が多 く西岸型と一

致する｡刈取り期に洪水害をうけることがし

ばしばある｡

南部山岳型は雨量が多いが,その極大時期

は西面地域が北西モンスーンの時期,東面地
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域が南東モンスーンの時期に一致する｡ 新期

火山体の山腹緩斜面には豊富な流れを利用 し

た棚田がひらける｡

南岸型は寡雨不安定な降雨パターンで,ジ

ェネポント,ブルクンバの両県には散播水田

が広い｡

Lii 土地区分

南スラウェシの地形の骨格は概略次のよう

である｡北部山岳地

帯には標高 3,000m

をこす山々があり,

その中にはランテパ

オ (RalltepaO),ママ

サ (Mamasa)などの

山間盆地,またセコ

(Seko)のような湖成

盆地がちらぼる｡海

岸沿いには,東にパ

ロボ (Palopo)･マ リ

リ(Malili)平野,ベ

ロパ(Belopa)を中心

とするベロパ平野,

西にポレワリ(Pole-

wali) 平野がひらけ

る｡

北部山岳地帯から

南-突き出た半島部

南端にはロムポバタ

ン火山 (2,876m)が

そびえ,北へ次第に

高度を下げながらパ

レパ レまで火山群が

続 く｡ その西部には

マカッサル平野がひ

らけ,南岸にはジェ

ネポント･ブルクン

バ平野が狭い帯状に

のびる｡

南北両山地の間には堆積盆があり,その中

央部にはテンペ湖 (DanatlTempe),シデン

レン潮 (D･Sidenreng)があり,その南には

ワラナエ川の河谷が走る｡ それをとりまくボ

ネ ･ワジョ平野の緩波状の丘陵 ･台地は新第

3紀堆積物で構成される｡

以上のような構造をもつ南スラウェシは,

より詳 しくみると,図3に示 したような地形

単位から構成されている｡作図のための材料
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図3 南スラウェシの地形単位 (図中略号は本文を参照せよ)
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は1/5万,1/25万地形図,1/100万衛星写真,

および1/100万地質図 [Sukamto 1975]であ

る｡この地形単位は以下のようなものである｡

ジェネポント･ブルクンバ平野

潮汐湿地 Pts:塩田一養魚池,養魚池;

汽水性堆積物;塩鹸性グライ低地土｡

後背低地 Pbs:水田;ヴァ-テイソル,

低地土｡

火山性角磯岩の丘陵 Hbr:トウモロコシ

を主とする畑, チーク (Tectonagan-

dz'S)の疎林,一部水田;ヴァ-ティソル,

レンジナ｡

石灰岩の丘陵 HIs:トウモロコシを主と

する石囲いの畑,木本作物多い,特にパ

ルミラヤシ (Bora∫∫u∫sp･)が目立つ;石

灰質ランカー, レンジナ｡

火山扇状地と台地 Tv:緩傾斜地に散播

水田が広い,中にトウモロコシ,嘉を主

とする火田地がまじる,パルミラヤシが目

立つ, バ ンクエンには液概棚田が広い ;

火山性 レゴソルからヴァ-ティソル-の

カテナがみられる｡

マカッサル ･バ ッル平野

潮汐湿地 Pts:養魚池一塩田,養魚池一

永田,ニッパ湿地;汽水性堆積物;塩軸

性 ･含硫黄性グライ低地土｡

扇状地性低地 Pfl1:水田;石灰岩山地よ

り運ばれた堆積物;マンガン結塊を含む

灰色,褐色低地土｡

扇状地性低地 Pf12:高畦水田,畑苗代1)

が特徴的;緩波状;灰白色のレゴソル｡

高位段丘 Th:薮,新 しく開田する部分

もある;緩波状;マンガン･鉄結塊に富

む赤褐色のフェラルソル.

火山性角硬岩の丘陵 Hbr:果樹 園が広

い,浅い谷地田が多 く刻まれている,陸

1)水田に作り,播種時畑状態であるが苗代後期に

は湛水する苗代を,畑苗代とここではよぶ｡斜
面の畑に作る苗代は陸苗代とよぶ｡

28

苗代がふつう;赤褐色のフェラルソル,

ニ トソル,鉄結塊に富む.

ピンラン平野

潮汐湿地 Pts:養魚池 ;汽水性堆積物 ;

塩東成性 ･含硫黄性グライ低地土｡

後背低地 Pbs:港翫水田地帯,湿地的様

相強い;やや暗色のグライ低地土｡

扇状地性低地 Pfl:潅親水田地帯,以前

はココヤシ,バナナのプランテーション

が広 くあった;灰色低地土｡

ワラナエ盆地

湖岸遊水地 Pwp:減水期に季節的畑地

として利用され,緑豆, トウモロコシの

栽培が広い, 一部水田 (減水期稲);渇

成堆積物を湖成堆積物が覆う;塩類が析

出するグライ低地土｡

河谷低地 Prp:濯概水田地帯,裏作に緑

豆, トウモロコシ栽培 がさかんである;

ヴァ-テイソル的低地土｡

扇状地 Pf:水田裏作および畑でのタバ

コ, トウモロコシ栽培が広い;ヴァ-チ

イソル｡

中位段丘 Tm:濯翫水田が広い,広域に

わたる方格地割が顕著である;緩波状 ;

鉄結塊を少 し含む灰色ポドゾル性土壌｡

丘陵 Hng: チークの疎林,パル ミラヤ

シが多い,天水田広い,おかぼ, トウモ

ロコシの栽培もある;新第3紀の堆積物｡

ボネ ･ワジョ平野

潮汐湿地 Pts:マ ング ローブ,養魚池 ;

汽水性堆積物;塩鹸性 ･含硫黄性グライ

低地土｡

氾濫原 Pfp:後背湿地には2回移植法を

もつ水田が広い,自然堤防は畑地として

利用され,主にトウモロコシ,豆類の栽

培が広い;海成堆積物を河成堆積物が覆

う;ヴァ-テイソル的なグライ低地土,

および泥炭質グライ低地土｡

閉塞低地 Pcp:水田 (減水期稲);海成



古川 :南スラウェシの稲作景観

堆積物を河成堆積物が覆う;ヴァ-ティ

ソル的なグライ低地土およびレゴソル｡

後背低地 Pbs:水田, その中にサゴヤ

シ(sago,Metroxylonsp.)多し;灰色低

地土｡

谷底低地 Prv:水田,丘陵の中の浅い谷

にある谷地田｡

海岸段丘 Pmt:水田;さんご礁石灰岩の

基盤を 1-2m の厚さの粘土が覆う;ヴ

ァ-テイソル,およびヴァ-テイソル的

な褐色の土｡

丘陵 Hng:天水田が広 く,裏作に トウ

モロコシ,豆類が栽培される,高い地形

面にはチガヤ原が広がる;新第3紀堆積

物,波状;灰褐色ポ ドゾル性土,谷底に

はヴァ-ティソル｡

ベロパ平野

潮汐湿地 Pts:マングローブ;汽水性堆

積物;塩敵性 ･含硫黄性グライ低地土｡

氾濫原 Pfpl:上流部には古い水田地帯が

あるが,中,下流域には新開水田が多い,

低みにはサゴヤシ多 し;後火山化作用を

うけた岩石に由来する紫褐色の低地土｡

氾濫原 Pfp2: 同上であるが土の母材が

異なり,ふつうの低地土群｡

パロボ ･マ リリ平野

潮汐湿地 Pts:マングローブが広いが一

部養魚池の開設が進行 している;汽水性

堆積物;塩舶性 ･含硫黄性グライ低地土｡

氾濫原 Pfp:湿地林,一部に焼畑水田,

下流部ではサゴヤシの大群落が多い;グ

ライおよび灰色低地土C

扇状地性低地 Pfl:相対的に古い水田地

帯,一部には濯概 2期作水田あり;水路

沿いにサゴヤシの大群落多 し;灰白色の

レゴソルおよび灰色低地土｡

丘陵 Hng:メラス トマ (MeZa∫lomasp･)

の多い薮 ;赤黄色ポドゾル性土 (アクリ

ソル)0

ポレワリ平野

潮汐湿地 Pts:養魚池｡

扇状地性低地 Pn:水田,その中にサゴ

ヤシ多 し;灰色低地土｡

山地部

石灰岩地帯 MIs:トウモロコシの栽培が

重要,谷底には水田がある;マンガン結

塊に富む石灰成土壌が多種類｡

火山性岩石地帯 Mv:湧水を利用 した棚

田が広い,水田裏作および傾斜地で トウ

モロコシ栽培が広い,高地ではコーヒー

以外に各種の果樹が栽培される｡

丘陵性山地地帯 Mng:南部山岳地域で

は天水田の棚田が広い,北部山岳地域で

は焼畑の行われる疎林｡

花尚岩地帯 Mgr:斜面ではキャサバを焼

畑で栽培 し,草地休閑を行う,谷底には水

田,また斜面にも棚田が広い場合がある｡

ⅠⅠ 代表的な稲作景観

ⅠLi パロボ ･マリリ平野

a)パロボ ･マリリ平野の四つの地形単位

ルウ県のパロボからマ リリにまで広がるパ

ロボ ･マリリ平野はボネ湾最奥部に面 し,南

スラウェシの最も大きな平野である｡ その開

発は最も初期の段階にあり,主食としてのサ

ゴヤシ-の高い依存度,また焼畑水田がふつ

うにみられる｡この平野には四つの地形単位

が認められ,それぞれの環境と適合 した農耕

空間がみられる｡

平野に流れこむ諸河川は山地をはなれたと

ころで扇状地性低地を形成する｡そして,そ

れらは, パロボ からシタンドック (Sitan-

duk)の間の扇状地を除 くと, 灰白色の砂質

堆積物が多い｡パロボからウォトゥ(Wotu)に

至る道路はいつもこれらの扇状地性低地の扇

頂部を走る｡ そこにはサッバ ン (Sabbang),

マサンバ (Masamba)などの古い集落があり,
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漕概水田がひらかれている｡ もっとも しか

し,水路沿いや山すそにはサゴヤシの大群落

も多い｡そこは少 し雨が降るとじめじめした

湿地となり,そこから流れ出る水は透明な暗

色である｡

平野最末端部はアピアピ (apiapi,Avicen-

nz-asp･),バカウ (bakau,RhtzoPhorasp･),

プダダ (pedada,Sonnerat3'asp･)などのマン

グローブ林で密に覆われた潮汐湿地である｡

この中には砂洲の高みにかなり大きい集落が

点々とあり,汽水養魚池 (empanglaut)を開

いている｡

潮汐湿地に接 した河成沖積最下流部には,

サゴヤシの大群落が自然堤防沿いにある｡こ

の地帯では,潮汐を利用 した小規模な潮汐濯

概水田がごくわずかにひらかれている｡

潮汐地帯と前述の扇状地性低地の間には,

自然堤防の発達する中流域が広い｡そこでは

集落は自然堤防に沿って並び,後背湿地に向

かって,木株の残る薮 とも農地とも判然とし

ない伐開地がのびる｡それは,後述するがサワ

ー･ラダン(sawahladang)という焼畑水田な

のである｡さらに奥の後背湿地は,かつて木の

伐採がさかんに行われた名残りをとどめて,

切り残された高木がまばらに立つ湿地林であ

る｡

か くしてここは,上流部から並べてみると,

水田とサゴヤシの多い扇状地性低地,林で覆

われ自然堤防の発達する中流域,サゴヤシの

群生する河成沖積最下流部, それにマングロ

ーブで覆われた潮汐湿地という配列になる｡

b)マランケの潮汐湿地

マランケ (Malangke)郡はクボ川 (Sungai

Kebo)の河口近 くにある｡ そこ厄行 くには

パロボからエンジンつきのアウトリッガー船

で1時間半,マングローブ林を左にみて沿岸

を走る｡ マランケ-入る支流の河口は砂洲が

東西にのびて閉塞されている｡満潮を待って

砂洲の狭い切れ目を突っ切 らねばならない｡
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これらの砂洲近 くには, 現地でビラ (bila)

とよばれる臥がしかけてある｡川筋に入 ると

しばらくマングローブ林が続 く｡ 蛇行の外側

湾曲部は崖がえぐられて, しばしば Rhz.20 -

Phoraや Sonnerazz'aの根が宙にういて岸か

ら突き出している｡ この川筋は砂で埋められ

つつある｡そのため,以前はマランケ村にあ

った郡役所が,港としての機能の低下のため

に,いまではアマサンガン (Amasangan)部

落に移されている｡

マ ランケ郡 は総面積 が 80,000ha,人 口

17,835人,戸数 2,330戸,水田 3,349ha,畑

2,194ha,汽水養魚池 2,416ha,淡水養魚池

310haである｡

河口から約 2km 入ると初めて集落が現わ

れる｡ トッケ (Tokke)部落である｡ この部

落はわずかに高い砂洲上にある｡ まわりを耐

塩性のかやつり革 (Scz'rpu∫sp･)の原に囲ま

れ,水田は全 くない｡水牛もいない｡飲料水

は川水だが,上潮時には塩辛い｡部落長によ

れば全戸 155戸が漁業に従事する｡ 生業中最

も主要なものは汽水養魚池で飼育 す るぼ ら

(Mugz'Zsp.)とえびであるO淡水養魚池では

ガブス (gabus,台湾どじょうの類,02h'ce-

phaZu∫sp･),ムジャイル (mujair,テラピアの

戟,TtZapz'asp･)を飼っている｡河口の臥以

外に,沖合に竹製のやぐらに大きな四つ手網

をつるしたものもある｡ これはボネ湾沿岸部

に数百もある.魚 は鮮魚 でパ ロボに出す｡

その他 の産物 と して は現地 名サリサリン

(salisalin)の木で作ったくり舟があり, ワジ

ョ地方-売るという｡主要な食糧は最近まで

サゴヤシでんぷんであった｡

C)河成沖積最下流部

くり舟の底を砂ですりながら浅い川をさら

に 1km 上ると,突然サゴヤシの大群落が川

沿いに現われ,サゴヤシでんぷんとりが盛ん

に行われている｡ ここはタッボン (Tappon)

部落である｡
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マランケの村長によれば,1975年まではサ

ゴヤシでんぷんが村人の主食であり,米は主

として祭儀饗宴に用いられるのみであった｡

面白いことにサゴヤシ大群落は植えたものが

多いという｡卵大の実を苗床に植え, 1年生

の苗を湿地に移植する｡早いものは7-8年

で切ってでんぷんをとる｡ ところが,ここ数

年で事態が逆転 して,い までは米が主食,サゴ

ヤシが補助食になりつつある｡米の生産量は

村内ではたりないので,移住者が進んだ米作

りをやっていて米の余剰があるパオ (Pao)村

から米を買っている｡

タッボン部落までくると,サゴヤシ群落の

背後にかやつり革で覆われた水田らしきもの

が出る｡ このあたりでも川は感潮する｡ この

ような立地では場所をうまく選べば潮汐潅鶴

田をひらきうるはずである｡ 事実,一部では

シドラップ(Sidrap)県やタナ トラジャ(Tana

Toraja)県からの移民が潮汐を利用 した2期

作港鶴田を 500haひらいているという｡ こ

うした村の一つであるパ ンカジョアン(Pang-

kajoan)村にある潮汐濯概田の現場をみると,

水路にはニ ッパや,耐塩性 しだ (二ミミモチシ

ダの類,Acro∫tz'chum sp.)が密生 して いる

が田面は畦で仕切 られ,立派な水田である｡

畦の一部を切れば上げ潮時には用水が水田に

入るようになっている｡ この移住者 たちは

翠,まぐわをもちこみ,かやつり原を見事な

水田に作 りかえている｡ それはマランケ郡全

体としての焼畑的な景観とはきわめて異質な

一隅を作 っている｡

d)デルタ中流部

タッボン部落からはもう舟は上れない｡川

岸のサゴヤシ林が切れると,その背後には丈

の高いかやつり革の原が現われるoところど

ころにルウ地方でパ ンチェ(bance)とよばれ

る木の切り株が立っている｡ これは湿地林の

樹種である｡ われわれがマランケを訪れた 1

月下旬,そこには全 く稲わらが見当らないの

だが,あとで聞 くとそこはマランケ部落最大

の水田地帯なのであった｡タッボンの下船地

点から約 2km,この水田の近 くにマランケ部

落はある｡ ここでも川は少 し感潮するが,川

岸は満潮水面より 1.5m 以上高い｡ここは

すでに中流域の自然堤防地帯である｡部落の

中で土をみると灰色の砂と青灰色の粘土 (時

に有機質粘土)が互層をなし,雲母の多い白

っぽい河成沖積堆積物である｡

村の道沿いにはマンゴ, ドリアン,ランブ

ータン, ランサット(Lan∫tum dome∫zz'cum)

などの果樹が多い｡集落のまわりは雑然とし

た薮で, メラス トマ, パ ンチェ, パ ンダ ン

(Pandanu∫sp.)などの若木が多 く,その中に

サゴヤシが点在する｡ 高木は切り出されて,

ない｡ 薮が伐採 されて 日当りの良 くなった

部分には, ちか らしばが多い｡ 厚い根網

(rootmat) を作る現地名ベベスク (bebesuk)

というしだの類も多い｡土の中にも木やこれ

らの草の根が多 く走っている｡

雑然とした薮にみえるところは,歩いてみ

ると倒木や盛り土で低 く畦を積んだ部分があ

る｡ 時には幅50cm,高さ30cm もの土壁で囲

まれた区画がある｡その内部は伐採された倒

木が積み重なって朽ちかけている｡これもあ

とで聞くと水田用の区画で,土壁は水牛よけ

なのである｡ 事実,疎林の葉陰には,たむろ

し, また草を喰む水牛の群が多い｡ 家の近

くに多い畑は木や竹の厳重な柵で囲まれ,な

す, うり, レモングラス (Cymbopogon sp･),

トウモロコシ,キャサバ,大豆,バナナ,ココヤ

シの宙,サゴヤシの苗木などを植えている｡

先にもふれたように,マランケ村では5年

前まではサゴヤシでんぷんが主食であった｡

しかし,当時でも少 しは米を村のまわりのラ

ダン (lad礼ng),つまり焼畑で作 っていた｡そ

の方法を聞 くと, 乾期に薮を伐採 して乾燥

し,焼いて 1, 2月にマットゥダ (mattuda)

という掘棒で穴をあけて籾を点播する｡10日
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後には同様にトウモロコシをその間に点播す

る｡ 播種後はまわりを柵で囲み,水牛や動物

が荒 らさないようにする｡ 稲は約6カ月後に

穂刈りナイフで収穫する｡ 1作すると場所を

ほかに移 し, 1年休閑した土地にまたパディ

ラダン(padilad礼ng)を作る｡これがマラン

ケ部落の伝統的な稲作であったという｡ ここ

でパディラダンという言葉に注意する必要が

ある｡インドネシア語のふつうの用法ではこ

れは焼畑陸稲 を指すのだが, マランケの場

令,雨期の雨の本格化に伴ってこのラダンは

湛水 し,稲は水稲状態を経過するのである｡

したがって,この稲作は焼畑水稲というべき

ものである｡

さて,マランケ村では最近5年来,開田が

著 しく,パディラダン以外に連年作付する水

田が現われた｡ そしてそれらの中には新田

(sawahbaru)と熟田(sawahlama)の区別が

ある｡ 両者の区分は大変明確で,梨のかけら

れる田は熱田, かけられない田は新田であ

る｡新田の耕作は次のようにする｡ まず薮を

伐採する｡草が多いとバラン (par礼ng,青竜

刀に似た刀)で刈り倒す｡雨を待って, 1,

2月に水の制御できる立地に催芽籾を散播 し

て苗代を作る｡土中にはまだ木の根が多く型

は使えな い ｡ 本田は鍬で耕 して40日苗を手で

移植する｡

新田状態で3年経過すると木の根も腐り,

型をかけられる状態となる｡ つまり熱田であ

る｡熟田では,雨期の雨を待って型を1回か

け,20日後にまぐわを2回かける｡ その後さ

らに均平板で均平作業をする場合もある｡移

植は手で行う｡

マランケにおける農業の変化は上述のよう

に急速である｡ しかし,熱田はごく限られた

面積 しかない｡1980年の統計によると,郡の

全水田面積3,349haのうち熱田といわれるも

のは275haであって全体の10%にみたない｡

残りは上述のどときサワー ･ラダン (焼畑水
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田)やそれとあまりかわらない新田である｡

マランケは古 くから水牛の産出が多い｡野

生状態に近い水牛を飼いならして,水牛の需

要の多いタナ トラジャ県へ送ったという｡ 多

い時には,各戸が数十頭の水牛をもったとも

いう｡ こういう話を聞いていると,この地区

の森林の破壊は焼畑よりも,こうした牛飼い

のための草地造りのためになされたのではな

いかという気さえする｡

このことに関連 してもうーっ見おとせない

のは,この林に住む人々の生業観には森林産

物の抽出者としての性格が強いことである｡

彼 らの稲作は獣害や水害などきわめて不安定

である｡ 収穫がない時はどうするのかと聞く

と,米 が とれな くてもサゴヤシがあるから

困らないという｡ 森 の中-ダマール (dam一

mar,AgatJiZ.ISP･)の樹脂や藤をとりに行って

もよい し,カユヒタム (kayuhitam,黒檀,

Dz'o功 ′ro∫ sp.) を切り出す仕事もあるとい

う｡ 伐採跡地の焼畑には,比較的歩の良い作

物の一つとして,ほかの作物と一緒に稲も混

植するのである｡

e)扇状地性低地

パロボ ･マリリ平野には一部建設済み,覗

在計画中, とりまぜて多 くの津概計画 があ

る｡ラマシ(Lamasi,計画面積10,100ha),マ

カワ (Makawa,3,300ha),トゥブ ･アンパ ッ

ク(Tubu･Ampak,2,200ha),ロンコン(Rong-

kong,40,500ha),バ レアセ (Balease,36,700

ha),カンジロウ(Kanjiro,1,500ha),ボネボネ

(Bonebone,1,900ha),ランウオ(Lanwo,5,000

ha),センゲ- (Senggeni,1,900ha), トモニ

(Tomoni,1,500ha),カラエナ(Kalaena,23,300

ha)の諸計画である｡ これらはいずれも扇項

部に取水樋門をもち,緩い勾配の扇面にある

水田を港概するものである｡

この扇状地性低地の扇項部近 くの水田は比

較的古くからひらけ,ボネボネ,サッバ ン,

バ トゥシタンドック(BatuSitanduk)にはす
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でに2期作もかなり広い｡耕作主体 も土着の

人々だけでなく,山地からおりてきた人々,

ブギスの自発的移住者,バ リ,ジャワからの

移民ありと,多様で不均質な地域である｡

水田と同時に小川沿いや山すその低みには

サゴヤシが多い｡ウォトゥの郡長によれば,

ここもやはり1975年まではサゴヤシが主食で

あったし,いまもウォトゥなどではその住民

の6割はサゴヤシを主食としているという｡

サッバ ン周辺でみる水田は,いままでみて

きた下流部,中流部のものに比べると,きわ

めて立派なものである｡ その稲作は次のよう

なものである｡型で土をおこし,まぐわを2

回かけて 1, 2月に手で移植する｡ 苗代は本

田を短冊状に区切り,催芽籾を散播する｡伝統

種は播種後収穫まで6-7カ月である｡ 2期

作を行う場合は12月から5月までに雨期作,

6月から11月の問が乾期作である｡

この地域では型耕が一般的であるが,蹄餅

を行う村もかなりある｡ 例えばサッバ ン郡 ラ

ンテマリノ (Rantemalino) 村はその一例で

ある｡ この村の住民はロンコン川をさかのぼ

った山間盆地にあるリンボン (Li-bong)郡

から1954年に移住 してきた人々であり,蹄耕

を山地から低地-もちこんだのである｡ その

水田はサゴヤシでふちどられた川と川にはさ

まれる広い後背低地にあり,われわれがそこ

を訪れた11月初旬には一面の草原であった｡

1954年の移住当時,この水田は高木の林であ

ったが,それを伐開 して数年の間は鍬で耕起

し掘棒で移植 した｡やがて牛がふえたので,

1960年か らは故郷で行なっていた蹄耕を始め

たという｡ 型を使わず,10頭前後の牛を水田

においこんで草をふませ,土塊をふみまぜる

地拾え法である｡雨で水田に湛水するのを待

って水牛をおいこむ｡蹄耕は1週間おいて2

回目を行う｡ これで草はふみこまれ,乾期に

大塊でやや固結 していた土が泥状になる｡ こ

のあとさらに鍬で田面をうって草と土をよく

まぜることもある｡ そして最後に, レムバ ン

ゲニ (lembangeni,板を曲げただけの田ぞり)

で均乎作業をする｡ 土が十分泥状になれば手

で移植するが,土が固いと掘棒で穴植えする｡

苗代はふつう陸苗代である｡ しかし,水苗代

もある｡また,す ぐ隣のマサンバでは散播す

ることもあるという｡

扇状地性低地には中,下流域と比べると古

くて立派な,果樹園に囲まれた集落が多 く,

ここは居住空間,交易の要としての適地で,

古 くから人間が集まり,稲作はいきおい早い

段階で毎年同じ土地をくりかえし耕作する,

いわゆるふつうの水稲が確立 していたようで

ある｡

ⅠLii 中央堆積盆地域

a)テンペ,シデンレン湖周辺の減水期稲

北部と南部の両山岳地域の間の中央堆積盆

地域には, いまもテンペ湖, シデンレン湖

などの湖盆が残り, ピンランとチェンラナ

(Cenrana)をつなぐ東西の低地帯のあちこち

には若い海成堆積物が顔を出している｡ かつ

てのマンカッサル島 (PulauMangkassar)と

スラウェシ本体を分けていた海が湖盆として

残っているわけである｡シデンレン湖には北

部山地からの水が,テンペ湖には南部山地の

水が流れこみ,チェンラナ川でボネ湾-排水

される｡ ところが, シンカンとパ ンパヌア

(Pampanua)の 2カ所に狭搾部があるために

湖の水は円滑に排水されず,高水期の水は浅

い皿状の湖盆からあふれてまわりの低乎な平

野に湛水する｡遊水地としての役割を果たす

この土地はウィロンクッパ レン (wirongtap-

pareng) とよばれ, 乾期 に干上がった沃野

は以前 トウモロコシの-大産地であった｡最

近, 上流部の森林伐採の進行で出水 が早ま

り, トウモロコシの植付けは減少 し生育期問

の短い縁豆が増加 した｡緑豆の収穫期には季

節労働者用の小屋が平坦な沃野に点々と出現
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する｡乾期にそこを歩 くと広大な緑豆畑の中

に魚網が突っ立つ奇妙な景観 が現 出 して い

る｡こうした遊水地に接する水田は減水期稲

を栽培している｡

一つの例はシデンレン湖の西岸,テテアジ

(Teteaji)村で聞いたものである｡ 西には酸

性凝灰石の丘陵がある｡ それは東-次第に低

くなり,白砂が沖積 ･崩積性の緩い斜面に堆

積 している｡ シデンレン湖に近づくとその上

に暗褐色の粘土が堆積する｡この湖成粘土が

出現 し始めた部分から湖岸砂丘までの約 500

m の低地が減水期稲地帯である｡ われわれ

が訪れた11月下旬,湖面水位はこの粘土の出

現位置より高度にして 2m はど下にあった｡

この地域の降雨型は混交型で, 5月と1月

の2回雨のピークがあるが南東モンスーンの

雨が多 く,集水域も同じく5月に雨のピーク

をもつので,湖面は5月から上がり始め,6

月から8月,時には9月まで変動しながら高

水期を経過する｡ この間,上記の水田には植

え付けできない｡湖面が下り始めた時期を狙

って,7,8月に苗代を作り,9,10月に植

え付けて,12月, 1月に収穫する｡このよう

な慣行は周囲の稲作が4月に始まるのに比べ

ると全 く異なる｡湖面が高かった年は当然植

付けは遅れる｡そんな年には雑草も少ないの

で型をかけずにまぐわで土をかくのみで植え

付けるという｡ 普通年には型を2回,まぐわ

を1-2回かける｡草の多い時は,初めにバ

ランで草を刈り倒すこともある｡ 植え付けて

成育後期に入ると, 湖面は低下 し田面 は乾

く.この時,北西モンスーンの雨が同調して

くれば収穫可能となるという｡

最近は北西モンスーンの稲作用に淳翫水が

配水されるので11月から3月に港概稲作を行

い,その後 4月から8月まで南東モンスーン

の雨で1作する2期作が始まっている｡ しか

し,この場合,南東モンスーンの不安定さが

問題であるという｡ 例えば1979年は6月に2
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mの高水で冠水 し,収穫が全滅した｡他方,

水位上昇を見こんでいても水位が上がってこ

ない,あるいは雨が降らないために早ばつ害

をうけることも多い｡

ほかの例をみよう｡ かつてのワジョの王城

の地 トソラ (Tosora)は,鯨の背型の緩やか

な台地の上にある｡そこの小さい鉄コンクリ

-ションの多 い砂土 の棚田をふんでクリボ

ロン (Talibolong)湖-下ると,そこには10

月初めごろに刈ったと思われる稲株が広い｡

表層30cmは大塊状にひび割れた暗褐色の粘

土,その下に砂層をはさんでさらに下の粘土

は灰黄色の基地にたくさんのパイプが入る｡

この粘土にはキラキラ光る小さい石膏の結晶

が析出している｡海成の堆積物である｡ テン

ペ湖のまわりの土もこれによく似ている｡

住民に聞くと,台地の上の棚田は4月,5月

に植え付けるが,湖の周囲の低地はその時ま

だ深く湛水 している｡雨が終り,湖面の水もひ

き始めた6月,7月に初めて植え付ける｡稲は

伝統的な140-150cm になる長梓種であると

いう｡この事例も明らかに減水期稲である｡

b)チェンラナの高水回避型稲

チェンラナ川下流部,ワトゥ川 (S.Watu)

が分流するあたり,上げ潮がかろうじて田面

に入るレア (Lea)村までくると, 2回移植

が行われる｡自然堤防沿いに濃い縁の影をお

とすバナナ園の中で,農民から聞いた稲作の

状況は次のとおりである｡ 苗代は3月にこの

バナナ園を鍬で耕 して散播し陸苗代を作る｡

稲品種は現地名サウィ (sawi)という品種群

で,これは後述するチュンラナ川河口部のパ

リマ (Pallime)村で栽培する耐塩性品種と同

じである｡ 苗がのびてくるころ本田にも水が

たまるので移植準備にかかる｡ 村のす ぐ背

後,密生 したかやつり革,よしなどをバラン

で刈り倒し,ひっかけ棒で集めて畦の上に積

む｡ 土の表面を浅 く鍬でけずり草の根をおこ

して足でふみこむ｡これで地拾えば完了｡陸
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百代で30-40日経過 した宙を移植する｡ この

時,その年の水の状況によって 2回移植をす

る場合としない場合があるという｡ 2回移植

の場合は本田中の第 2苗代に移植 し,そこに

30日ほどおく｡移植には土の固いところでは

掘棒を使う｡ 要するに,年々の水状況に応 じ

て4月に移植する場合や, 1度クッションを

おいて 2回移植をし5月に本移植をする場合

があるのである｡ 5月, 6月にしばしば洪水

が稲を全滅させることがあるともいう｡ この

洪水はテンペ湖 の高水, 南東モンスーンの

雨,それに上げ潮が重なった場合に生ずる｡

チェンラナ川の自然堤防は高 くて堅固である

ので,こちらからは水はこないが,南に分流

しているワトゥ川の方から洪水がくるのであ

る｡

自然堤防上の集落からワ トゥ川までの後背

湿地は全面が水田に利用されている｡集落の

近 くでは1筆が比較的小さく,まわりに広幅

の畦をめぐらしてそこにバナナを植えこんで

いる｡ 田面にはかやつり革が密生する｡この

あたりは,いわばバナナ畑と水田の混在地で

ある｡ 背後の後背湿地が水田として利用可能

となるまでは,このあたりが唯一一の水田立地

であったらしい ｡ さらにワトゥ川に沿って歩

くと,土地は次第に低 くなり1筆が大きくな

る｡50cm ほどの高い畦がちょうど小型の輪

中堤のように100m間隔で作 られている｡ こ

の大畦の上にはココヤシが植えられている｡

田面はかやつり革以外にカングクング(kang-

kung)というさつまいもに似たものが密生 し

ている｡この葉は野菜としてたべる｡ このあ

たりでは表土は暗色,粒状構造の発達 した粘

土,下層部は明赤褐色斑のある塑性の強い灰

色粘土で,河海両堆積性 (fluvio一marire)粘

土と思われる｡

さて,以上に記述 した稲作は,梨耕をしない

良,バランとひっかけ棒による整地,掘棒を

使 うことなど,明らかに無型耕稲作である｡

連年植付けによる土の中の有機物の消耗は生

じているが,モンモ リロナイ ト粘土と高い石

灰含量に起因して表土は粒状構造を保持 して

いる｡

一般に,低湿地での無型耕稲作は減水期稲

稲作法との強い関連をもっている｡ ここで述

べたレア村 の稲作 も減水期稲自体 で はな い

が,それとの関係が深い｡ 2回移植する年も

しない年もあるという農民の言葉は,そのこ

とを暗示 している｡ 本田に作る2回目の苗代

は,本田の冠水の危険がほぼなくなるまでの

待機期間の役割を果た しているのである｡

C)パ リマの耐塩性稲と2回移植

上げ潮時にせき上げられた川水が田面に入

る水田は南スマ トラに広 く,そこではサワー

･パサンスルット(sawah pasang surut)と

よばれる｡潮汐濯鶴田の意味である｡ 南スラ

ウェシの潮汐湿地では,チェンラナ川の下流

部のパ リマにサワー ･パサンスルットと意識

される水稲栽培がある｡ パ リマ村の集落の位

置では,雨期稲 1作の潮汐濯鶴田と,田面のま

わりに満を掘って雨期の稲,乾期のぼら養魚

を行う二重機能の潮汐濯鶴田が可能である.

パ リマの潮汐湿地の堆積物はきわめて若い

海成の堆積物であり, 全 く未熟な (unripe)

柔 らかい粘土である｡ この村で定着調査を行

なった桜井由窮雄によると,乾期の上げ潮時

のチェンラナ川の水はとても塩辛いという｡

た しかに,潮汐濯鶴田の稲刈 り株は半分溶け

た状態にあり,塩分濃度の高い水腐地である

ことが判る｡ 非作付期の12月初旬に採取 した

水田の土壌試料について電気伝導度 を測る

と,表土で10-13ミリモー,60cm下層では22

-30ミリモーである｡標準的な海水の値が50

ミリモー前後であるので,表土中の塩濃度は

およそ海水の1/4,下層では1/2強となる｡

土は暗青灰色で,検土杖でかきまぜると硫

化水素臭が強い｡稲の根は大抵が黒 くなって

いる｡ 下層では泥炭質になり,土はやや褐色
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味をおびる｡それを乾燥すると pH (水叶ん

濁)が3.3-3.6である｡この種の土は FAO

･UNESCO土壌名では Salic,thionicgley-

solに当る.塩鹸性 ･含硫黄性グライ低地土

である｡

作付期には降雨が田面に湛水 し,上げ潮の

水も塩分が薄くなるということだから,少な

くとも作土の塩分濃度は下がるものと思われ

る｡ しかし,すぐ下層には塩がス トックされ

ており,ここの稲作は塩の問題に対処する技

術をもたざるをえない｡

最初 の苗代 は上流部のイ ン ドリンバン

(Indolimbang)やチェンラナにあり, 2月に

播種 して,40日はどの宙を村に運び本田近 く

の第 2苗代に大株で植える｡ そこでさらに1

カ月おいて4月中旬に本移植する｡本移植の

時期はちょうど雨のピークに当る｡本田は型

もまぐわもかけない｡わずかの草は手で簡単

にとり除ける｡ 乾期の上げ潮を入れると革が

死に,ぬいた草は田面のあちこちにそのまま

積んでおくと腐って良い肥料になるそうであ

る｡ 9,10月に穂刈りナイフで収穫する｡ 品

種は現地でサウィ,クニン(kuning)とよばれ

る伝統的長梓種である｡ サウィは耐塩性品種

であるという｡ 2回移植の理由として苗代用

地がない,種籾の量が少なくて済む,良い苗

が作れる,というのをあげる｡ この塩鹸性の

強い土地では,雨期の雨が本格化するまでは

苗代用地はたしかに限られている｡ しかし,

もう一つの多分により重要な理由は,移植は

本田の除塩が進み淡水が湛水するまで待つ必

要があることである｡ そして,その時期は年

によって変化するので,2回移植というクッ

ションをおいて調節する必要からだ｡要する

に,塩分,年によって変動する水条件,雨期

の深水という特殊条件に適応するために出て

きたのが耐塩性品種と2回移植という技術な

のである｡
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Ⅰトiii 寡雨火山台地

a)散播水稲耕作

石灰質の丘陵と火山台地,火山扇状地が広

いジェネポント県からブルクンバ県の南岸降

雨型地域は,年降雨量が 1,000mm 前後,4

月から11,12月までの長い乾期をもつ地域で

ある｡ しかも降雨量は年々の変動が大きい｡

この乾燥気候はフローレス海にうかぶ小スン

ダの島々と共通のものである｡

傾斜丘陵地にはパルミラヤシ,マンゴの木

がパークランド的景観を作る. 開析谷に面 し

た急斜面には畑が広がる｡10月中旬に暗色大

塊の土を鉄の刃先 をつけた掘棒 (現地名を

malang という)でおこし, トウモロコシ,

ピーナッツを混植する｡ トウモロコシは1月

に,ピーナッツは2月に収穫する｡ その後も

う1度 トウモロコシをまいて,6月までに収

穫する｡ 東のブルクンバでは南東モンスーン

の影響をうけて 2作目は5,6月植え, 8,9

月収穫とずれこむ｡

緩波状の火山台地,火山扇状地には火山岩

の巨磯がゴロゴロと転がり,乾期には大きく

ひび割れた土が露出している｡ジェネポント

から北へ火山に向かうと鉄平石の石囲いの畑

が広 く, トウモロコシ,キャサバ, ピーナッ

ツ, 緑豆 などの畑作物, カミリ (kemiri,

AZeun'te∫ moZuccana), カポック,マンゴが

その中に立っている｡このような畑作景観が

南岸一帯に広 く分布する｡

これだけ厳しい乾燥にもかかわらず,火山

台地,火山扇状地には低い畦をもつ緩やかな

棚田が広がる｡しかし,それは散播稲がかな

り多い｡ジェネポン下県の農業普及局 (Dinas

PertanianRakyat)の職員によると,彼が11

年前に当地に赴任 した時, その稲作は100パ

ーセント散播種であったという｡ 現在も1/3

程度残る天水田はすべて散播法 を行 うとい

う｡ 散播水稲栽培法は現地でタブリ (taburi)

とよばれ,移植法と区別されている｡
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以下はわれわれが実見 した栽培現況の 2例

である｡

まず,ジェネポント県ビナム (Binamu)那

のパビリンガ (Pabiringa)村である｡ この村

は315haの水田を砂丘北側の後背低地にもっ

ているが,そこはすべて散播稲である｡ 潅沌莞

水路は全 くなく,完全な天水依存である｡水

田のほかには火山台地,丘陵地,砂丘に 1,075

ha の畑地をもち, ピーナッツ,緑豆,玉ね

ぎの生産が多い｡

後背低地の水田の土はヴァ-ティソル,グ

ルムソルなどといわれ, 暗色 の細粒質 な土

で,表面に粒状構造が発達 し,乾期には地表

から40-50cmの深さまで幅5cm もの亀裂が

生 じる｡ 乾燥期間の顕著な気候下,石灰質な

土地に広 く分布するものである｡亀裂で区切

られた土塊は30cm くらいの大塊で岩石のご

とき状態となる｡以下に聞きとり内容を記述

しよう｡

11月か ら雨が降り始め,12月中旬にはモン

スーンの本格的な雨がくる｡ひび割れた大塊

の土は表面が次第に細分化 し, 4日ほど雨が

続 くと地表部の亀裂は閉 じる｡ さらに10日間

雨が続 くと,内部の亀裂 も閉 じて田面に水が

たまる｡ すると,畦ぬりをして水牛 2頭びき

の型を 1回かける｡ 2日後にまぐわを1回か

けて均平,砕土を行う｡ 雨が強いと湛水が15

cm にも達する｡ その場合はまぐわかけの能

率が悪 くなるので,表面排水 してひたひた程

度の湛水にする｡ これだけの簡単な作業で岩

塊状であった土塊が泥となる｡この粘土の比

較的簡単な軟化は,この土がソーダの多いヴ

ァ-テイソルであることと関係 していると思

われる｡ まぐわでところどころに集めた草を

運び出して畦に積むと地拓えは完了｡この泥

土の上に稲籾を散播する｡ 籾はかごに入れて

一晩水漬けし,バナナの葉でくるんで乾かな

いように2日間おき, 発芽 されたもの を使

う｡表面排水 して水を切った泥状の田面に散

播 し,暫時そのままにおいてのち,田面に湛

水する｡ 3, 4日後にまた表面排水する｡苗

立ち後はできるだけ湛水 してお く｡ 1カ月後

に除草するが,草はあまり多 くない｡3月ご
ろには上流か らの押出し水で高水になること

がある｡1977年には1.5m はど冠水 したこと

がある｡ しか し,す ぐに減水するので問題は

ない｡4月になると田面の水はなくなる｡ 収

穫は穂刈 りナイフで行 う｡ 生育期間は,ジャ

ラ (jarra)という無空うるち品種の場合 100

日,ブ ル ットレレン (pulutleleng)というも

ち種で120日である｡前者は暑い気候に対する

抵抗性が殊に強いという｡ 収穫 した刈穂は大

かごに貯える｡ 脱穀は長い舟型の臼とたて杵

で行う｡

以上が散播水稲栽培法の概要である｡散播

を行う理由は,降雨期間が限 られており,港

概水 もないので,苗代を作 ることは水経済の

上か ら無駄だという点にある｡濯概水-の願

望は苗代用水,植付け水を確保 したいという

ことに尽きる｡ 実際, このパビリンガ村のす

ぐ近 くのプロプロ (Bulobulo)村ではこのこ

とが実現され,移植-の変化が進行 している

のである｡

b)濯慨の進行と移植水稲-の移行

ジェネポントの新集落から2km 東を南下

したところにプロプロ村がある｡ ここにはク

ララ港概網がオランダ時代からあったOクラ

ラ川 (S.Kelara)はロムポバタン火山から流

れ下る川で,その谷は火山山麓を深 く刻みこ

んでいる｡1967年クララ濯 翫網 の修 復が行

われたが,移植栽培法を可能とするには至 ら

なかった｡1970年にもまだほとんど散播水稲

であった｡ しかし,1975年になると火山台地

の上を流れるジェネブントゥル (JeneBun-

tulu)川沿いの浅い谷に移植法が25パーセン

トほど行われ,1979年には飛躍的に普及 し,

1980年は90パーセントが移植法で行われるこ

とになったという｡
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プロプロ村での散播水稲栽培法は,荊述の

パビリンガ村での方法とほぼ同じである｡ 栽

培品種は現地名でバ ッカ (bakka), パ ンダ

(banda),チョボ (cobo)である｡ チョボは120

日種で最も早稲種である｡一方,移植栽培法で

は新品種が使われ,苗代は本田に作る｡12月

15日に苗代に播種をし,25日宙を植え付けて

4月に収穫する｡ 地拾え法は散播法の場合と

同じである｡

火山台地上を流れるベランブントゥル(Be-

rangBuntulu)川沿いの稲作風景は奇妙なも

のである｡移植用の苗代と散播田が混在 し,敬

播田はいわば極端に薄播きの百代にみえる｡

両者を区別するのは必ずしも容易でない｡農

業普及員の話では,雨の多い年は除草時にま

びき移植とでもいうべき作業を行うという｡

水の多い年には,普通年には作 らない水利の

便の悪い高みの田に,低みの田でまびいた若

い稲を移植するということである｡ 1筆の田

の中でも播き方の厚,港,酉立ちの良,不良

があり,密椿の部分から薄い部分にまびいて

補植する場合ももちろんある｡各筆の栽培法

には, したがって,散播と苗代移植を両極端

とし,その間には散播田からのまびき移植,

1筆内での補植など,水状況に応 じた差異が

こまかいモザイクで入り組んでいるのが実態

である｡

この地域の濯概の様態には3種類が認めら

れる｡ 一つはクララ港鶴綱のように大規模な

施設を作るもの,一つはベラン (berang),ピ

タラ(pitara)など,火山台地上を流れる小水

路によるもの,そしてポンプ港概である｡ベラ

ン,ピタラはクララ港概計画J以前から農民レ

ベルで利用されていたものである｡ その水源

は,火山山麓を流れ下る伏流水が火山台地に

至って湧水として地表に現われるのを利用 し

たものである｡ 乾期は完全な水なし川である

が,雨期にはかなり強い水流となる｡

クララ濯魁は本格的な雨の始まる前に苗代
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用水をもたらし,また,きまった時期に植付

け水を配水することにより移植法を可能化し

てきた｡クララの水はまた播種時期をいつま

でのぼせるかという点にも利いている｡従来

の散播法では雨を待って2月 に散挿 した場

令, 4月に至って枯死するものが多か った

が,クララの水がきてからは,そういう早ば

つ害もきわめて少なくなったという｡潅概の

進行に伴うもう一つの変化は畑は らゝ水田-の

変化である｡ かつてはアサム (asam,Tama-

rz'ndu∫indz'ca)の木が多く, トウモロコシな

どを作っていたところが散播田にかえられた

りしている｡

さて,ジェネポント地域の散播水稲栽培の

来歴については明確な資料はないが,示唆的

な事柄を指摘 しておこう｡農民に,トウモロコ

シ畑に陸稲を穴播きで栽培できるのではない

かと問うと,その答は否である｡おかばには土

地が暑すぎるという｡ これは耐早性の点で陸

稲がこの土地に合わないことを指すものだろ

う｡ また,散播田にトウモロコシを栽培でき

ないかと問うと,答は再び否定的である｡ 不

可能ではないけれども,その場合は掘棒で大

塊の土を掘りおこさねばならないし,これは

大変な労力のいることだという｡ したが っ

て,一旦水田にかえると,もうそこは散播水

稲を1作するのみである｡ つまり,稲とトウ

モロコシの立地は明確に区別されている｡ こ

のことは,この火山台地の農耕が トウモロコ

シ,稲の混播形態をもっていなかったことを

示 している｡掘棒を使うトウモロコシ畑から

散播水田-,そしてさらに移植水田への変化

が,この南岸地域における土地利用の主要な

変化だったのである｡

Ⅰトiv 石灰岩山地

a)ブチピ (Taccipi)地域の蹄耕

ボネ県の県都ワタンポネ (Watampone)か

ら西へ走る国道は,緩波状の海岸段丘をすぎ



古川 :南スラウェシの稲作景観

るとす ぐ丘陵台地に広がる水田地帯の中を走

る｡ 11月中旬にはこれらの水田は乾 き切 っ

て,点々と立つパル ミラヤシの下には稲刈り

株も少ない｡11km走ると南北にのびる石灰

岩山地にかかる｡ 土は暗褐色や赤褐色の石灰

質なものとなり, パルミラヤシが一段 と増

す｡石灰岩を積んだ石垣囲いの傾斜地にはカ

ポック,ココヤシ,マンゴ,バナナなどの下

でタバコ, トウモロコシの収穫が行われてい

る｡ また,その暗色の土を30cm角の大塊に

鉄棒でおこして次の播種準備をしているとこ

ろもある｡

やがてワタンポネから22kmでタチビ村に

着 く｡ここは高度約200m で,カルス ト台地

にあると考えてよい｡石灰岩が畑の各所に露

出し,土も暗褐色から暗色,赤褐色,粒状構

造の発達 した畑土である｡ しかし,その中に

畦 らしきものもところどころにみられ,畑か

水田か判然としない｡そこには時に, トウモ

ロコシの茎やごまの茎が散乱 している｡ ごま

の茎の基部はマンガン酸化物 で紫色 に染ま

り, 土は塩酸で発泡するほどに石灰質であ

る｡ この農地の中に石灰岩の石垣にはさまれ

た1.5m幅の通路がある｡ そこを行 くと,や

がてその通路にはどこからか水が流れこみ,

水路になってしまう｡ この通路兼水路を上流

にたどると清例な水をたたえた大きな泉があ

り,そこがこの水路の水源になっている｡ そ

の脇にはあこう(baringin,Fz'cu∫sp･)の大木

が立っている｡

ところで,ここで簡単にタチビの農事暦に

ふれておこう｡ここには次の3種の輪作がみ

られる｡第 1は南東モンスーンの開始に合わ

せて4月, 5月に雨期作水稲を移植 し, 8,

9月に収穫,その後11月か ら1, 2月まで北

西モンスーンで トウモロコシを1作する. 節

2は,水稲を全 く組みこまず,タバコを6月

から12月まで栽培 し, それが収穫期に入る

ll,12月に トウモロコシを混植 し2月に収穫

する｡ その後 トウモロコシをもう1作する｡

第 3は水稲 2期作である｡これは港概水がえ

られるところで,全農地の約25%に当る｡

われわれが1980年11月中旬に初めてタチビ

を訪れた時,この乾期稲作の地桁えのために

現地でパルータ (paluta) といっている蹄耕

をちょうど行なっていた｡その現場は全体と

しては東に緩やかに傾 く徽凹地で,15ha ほ

どの水田が一群をなしていた｡ 1筆の大きさ

は2畝くらいのものから4反 くらいのものま

である｡ 田面には石灰岩が露出し,小さな落

ちこみ穴 (sinkhole)が無数にある｡

地才存えの方法は次のとおりである｡畦ぬり

は丁寧にしてできるだけ落ちこみ穴を塞 ぐ｡

大きなものは塞げないので,まわりに低 く土

をもっておく｡田に水を入れて,まず牛 2頭び

きで型をかける｡ 4反 くらいの田ではこれに

3日かかる｡ ひき続いて蹄耕を行う｡牛10頭

ほどを田においこんで反時計方向においまわ

す｡先頭にリーダ格の牛をおき,落ちこぼれ

のないように背後からおい上げる｡ くさび状

に一団となった牛は飛沫を上げながら直径10

mの円を何回も描 く｡ 一つが終ると円運動の

中心を次の部分に移す｡ 4反の田だと3時間

で終了する｡ 数日後にこの作業をもう1度行

う場合 もある｡ 蹄耕のあとでエッス (esse)

とよばれる長さ2mの均平板をひいて均平作

業を行 う｡ その後さらにまぐわをかける｡

さて,この蹄耕の狙いは何であろうか｡蹄

耕終了後の田を実際に歩 くと,表土が濃い泥

状になり,床に当る部分が平滑である｡ 蹄耕

前の田では表土の中の土塊が多いし,床の表

面も凸凹している｡ この程度の差はまぐわか

けで消えそうに思われるのだが,農夫はまぐ

わのみでは不十分であるという｡ 土壌の性質

は石灰で飽和されたモンモ リロナイ ト質粘土

である｡ この種の土は乾燥すると,再びしめ

らせた場合にも崩壊 し難い,いわゆる耐水性

の安定土塊を作 る｡ 同じモンモ リロナイ ト質
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の土でも,ジェネポントのパビリンガ村のも

のがソーダをかなり多く含み,土塊の安定性

が小さいと推定されることに比べて,やや状

況は異なる｡ したがって,タチビの石灰質な

暗色の土 (レンジナおよびヴァ-テイソル)

では, 蹄餅にそれなりの理由も見出 され よ

う｡ 型,まぐわ耕のみでは土塊が残り,移植

の際に手を痛める,という説明は上記の状況

を示 している可能性がある｡

多 くの農夫が指摘 したもう一つの理由は,

水もちをよくするということである｡ 乾期に

からからに乾いた土は地表面に幅5cm,深さ

30cm に及ぶ大きな亀裂を生じる｡ 雨期の雨

がくると,地表面ではこの亀裂は閉じるが,

30cm くらいのところでは消えずに残ってい

る｡北西モンスーンの雨が数日続いて水田の

表面に水たまりが点々と現われた12月15日

に,実際に穴を掘って簡単な試験を行なって

みたが,表面下 5cm から30cm の深さには

亀裂が残り,それを通路として漏水すること

が判った｡

亀裂による漏水以外に,基盤岩の割れ目に

ある落ちこみ穴からの漏水はもっと著 しい｡

大きな穴はやむをえないが,小さな穴を粘土

で塞 ぐことは可能であり,そのために粘土を

十分分散,泥状にするということが必要にな

ってくる｡

漏水の状況は耕作法と関連 して変化する｡

タチビの村長に聞くと,土が深いところで水

棉/ トウモロコシ,またはタバコ/ トウモロ

コシなどの輪作をすると,土が乾き,漏水が

増大する｡そこで,この輪作体系で水稲を作

る場合は水どめに蹄桝が必須であるという｡

タチビから西-進んで石灰岩山地の脊梁を下

った崩積斜面の棚田に2期作水田が広いが,

ここでの聞きとりも同様の内容 を含んで い

る｡そこはりリリアワン(Liliriawang)村のコ

ペ (Rope)部落である｡10年前までは6, 7

月から10,11月に雨期作水稲 1作 し,その後
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トウモロコシを栽培した. トウモロコシ栽培

のあとは土が乾き,水稲作には蹄耕が必要で

あった｡しかし,現在は濯概が可能になり,

12月に植え付け4月に収穫する裏作の導入で

2期作が始まり,それとともに土の乾燥がお

さえられたので,漏水がとまり,蹄耕は不要

になったという｡ いまでは共同苗代地にのみ

蹄耕が残っているという｡

b)湿田での蹄耕

上述 したタチビ,リワリアワン,それ以外に

もネンゴ(Nengo)部落,パセムプ(Pasempu)

村での農夫の多数意見は,蹄耕の目的を漏水

防止で説明する｡

しかし,蹄耕は漏水防止のためだけに行わ

れるものではないらしい｡一つの事例はタチ

ビの酉,ネンゴ部落でのものである｡ ワタン

ポネから西25km地点,カルス ト台地谷底部

の緩斜面に木の少ない棚田が続 くところであ

る｡棚田の南には石灰岩の急斜面が鋭 く立ち

上る｡そのすそには湧水が泉を作り,その水

は棚田の中の津翫水路をうるおす｡

この棚田地帯は戦前蹄耕を行 な って いた

が,現在はもはや行わない｡中止 した事情は

コペの例と全 く逆である｡戦前は山すその湧

水も谷川からの水もいまより多く,この棚田

地帯は多くの田が湿地田であった｡非作付期

にはかやつり革が密生 したという｡それを10

頭の水牛で蹄耕 し,そのあと均平板でならす

と地桁えは完了で,直ちに移植 した｡ところ

が,戦後いつのころからか(話 し手の老人は,

肥料をやるようになってから,と表現するの

で,BIMAS計画が始まったころ,つまり1960

年代以降と思われる),湧水池 や谷川の水が

減少 し始め,土が次第に堅 く変化 してきた｡

いまでは水が不足で雨を待つ必要がある｡ 雨

で湛水すると型を1′-2回かけ,5日後にまぐ

わ,その後均平板をかけて翌日手で移植する

という｡ この場合,農耕法の変化は,湿田にお

ける蹄桝から乾田における型桝という経過を
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たどっている｡

別 の事例はワタンポネの南 10km アパラ

(Apala)村チェレワリ (Cerewa】i)である｡

ワタンポネから南の平野はさんご礁石灰岩の

上に1-2m の粘土が堆積 している｡ そこに

は基岩の石灰岩まで深 く切りこんだ小川がい

くつもある｡ 小川はサゴヤシ, アレンヤシ

(aren,ArengaPz-nnata)でふちどられる. 也

表面はマンガン結塊の多い暗色のヴァ-ティ

ソルに似た土である｡その上に水田が広い｡

アパ ラの水田は以前は2月に苗代を作り,

4月から7月の問に雨期作水稲を作 り,やや

高みではその後,北西モンスーンの雨で トウ

モロコシを1作するのがふつうであった｡と

ころが,1963年以降濯親水が確保されるよう

になって,12月から3月に乾期作を加えて 2

期作体系になった｡その結果,水田の中には

湿田化する部分が現われてきた｡そして湿田

化に伴って農夫たちは蹄耕を始 めたので あ

る｡ ここでは蹄耕のことを トロンジャ (tor-

ronja)といっている｡ 湿田化に伴って丈の高

いかやつり革が.S､え,1979年のように雨の多

い 年にはとりわけかやつり革が密生 した｡農

夫たちはバランでかやつり革と稲刈 り株を刈

り倒し,牛を5頭はどおいこみ田面をふませ

る｡ 草が残ると今度は人間が田に入って足で

ふむ｡このあと均平作業を行 うというのであ

る｡ 蹄耕にかわった理由を聞くと,湿田では

型が使えない,牛に荷重がかかりすぎて可哀

そうだという｡

上述の二つの例は,蹄耕が湿田での技術と

して認識されていることを明確に示す｡そし

てアパ ラの農夫はこれは先祖伝来の方法なの

だというのである｡

ⅠトⅤ タナ トラジャの山間盆地

a)斜面の焼畑

ポレワリから北上するとす ぐ山地 に入 る

が,パディシ (Padisi)村のスマロロン (Su-

marorong)部落まで約50km は中性ないし塩

基性の凝灰岩地帯であり,長い大きな斜面を

こえてゆく｡よく茂った密な熱帯降雨林が地

表を覆い,日本でいう褐色森林土が広 く分布

する｡この凝灰岩地帯には現在も焼畑耕作が

頻繁に行われ,ママサ周辺のチガヤを主とす

る草山で,稀にキャサバを栽培する様子とは

きわ立った対周をみせる｡ これにはいくつか

の要因が関わる｡ 第 1に,凝灰岩地帯の山は

斜面が長く水田立地がないので,いきおい斜

面-の焼畑耕作に依存せざるをえない｡第 2

に,凝灰岩由来の土は紐粒質,構造の良い土

で浸蝕抵抗性が大きく,また肥沃度が高い｡

したがって,斜面での焼畑耕作は凝灰岩地帯

の方が安定的に継続 しうる｡

ポレワリから北-約20km地点,凝灰岩地

帯で行われている焼畑耕作は二つに大別され

る｡ 陸稲栽培のあとバナナ畑にするものと,

コーヒーあるいは丁字園にするものである｡

7月ごろ,斜面の林を伐採 して乾燥 し,火入

れをする｡11月ごろ掘棒で穴をあけ,大粒有

菅種の稲籾を点播する｡ふつうには稲とトウ

モロコシ,稲とあわを混植する｡あわは散播

する｡植付けと並行 して,焼畑耕地のまわり

に伐採 した木の枝ややし,潅木で動物よけの

柵を作 る｡

最終的にバナナ畑にする場合は,穀類と同

時に,あるいは穀類を1- 2作 したのち,バ

ナナを混植する｡ 2年目にはバナナは実をつ

ける｡結果的にバナナ畑の混作として,おか

ぼ, あわ, トウモロコシを栽培する形とな

る｡ 一方,最終的に丁字,コーヒー (ロブス

タ種)園を作ろうとする場合,稲籾を穴播き

した時点で同時にそれらの苗木を植える｡ た

だしコーヒーの場合は,まず被陰樹としてで

いご (Erythn'nasp･)を植え, 2年目にコー

ヒー苗木を植える｡ これらの苗木が陰を作る

ようになるまで穀類を4作す ることはで き

る｡ コーヒーの木は4年目から実をつ け始
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め,陰も濃くなるので,穀物は別の場所を伐

採 してそこで作る｡つまり,丁字,コーヒー

-の切替え畑としてのおかば栽培である｡

上述の経過をとるので,殊にコーヒー園の

場合,多様な状況がみられる｡ コーヒーの木

がまだ低い段階ではコーヒーとバナナ, トウ

モロコシの混作が一般的である｡また,ねず

みの侵入を防 ぐために,まわりに密にキャサ

バを植え,その葉は野菜として利用する｡コー

ヒーの木がかなり大きくなると,その下には

里いもを植えていることがしばしばである｡

商品作物がいまでは中心的な座を占めてい

て, 自給的な焼畑耕作の イメージからは遠

い｡ しかし,コーヒーにしてもその栽培は近

世以降のものである｡それらを除 くと結局お

かば,あわ, トウモロコシ,バナナ,里いも

などが主要な作物で,稲に雑穀や根菜をまぜ

る焼畑が根底にあると考えて大きなまちかい

はないであろう｡

b)河谷低地の水稲耕作

ママサまで18km,マラボ(Malabo)部落を

こえて花尚岩地帯 に入ると, 景観 は一変す

る｡比高の小さい山地の斜面は短 く,こまか

いひだが多 く,植生は高木が消えて潅木がふ

える｡ ママサ盆地に入ると, チガヤ, しだ

類,メラス トマ, くまたけらんなどの多い草

山となる｡ そして谷底には砂質の水田がひら

ける｡谷地田から草山斜面が立ち上る境界線

の部分には, ベデン (bedeng) とよばれる

高畝畑が多い｡斜面には棚田が少 しはい上が

っている｡草 山斜面 の利用はいまでは少な

く,作物としてはわずかにキャサバがある程

度である｡ それは5年から10年耕作 してその

後は草山にもどす草地休閑の焼畑耕作 で あ

る｡

ママサでは水田はウマ (uma)と総称 され

る｡これは大変面白い｡ウマはマレ-語のフマ

(hum乱) と同義で,森にひらかれた耕地の意

味である｡ その中でも,谷底にある1筆が 1
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ha をこえる大きな,水の豊かな水田をコン

ド (kondoh)という｡ コンドのまわりには,

アワアワ (awaawa)とよばれる小さな田が,

コンドの付属品のようについている｡

立地 的 にはママサ盆地の水田は3種類あ

る｡ 棚田と湿田と沼田である｡棚田は乾田で

あって,1930年代以降ひらかれたものが多い

らしい｡谷底の水田は足が30cm はど沈む湿

田である｡ さらにその中の湧水地点には数m

も沈む沼田があるという｡沼田では竹を格子

に組んで泥の中に沈め,その上にのって,そ

れでも1m はど泥につかって,バ ランでしだ

を刈って移植する｡

タナ トラジャ県,ルウ県でも同様だが,水

田の中には魚池が低い畦で囲まれて在る｡飼

育する魚は既述のガブス,ムジャイル以外に

ベルー ト(belut,うなぎ,Angutllasp･),イカ

ンマス (ikanmas,鯉,CyPrinu∫sp.),レレ

(lele,なまず,CZaria∫sp･)などである.ガブ

ス, レレの飼育が最も古 く,イカンマス,ム

ジャイルは最近の導入であるという｡田面が

湛水 している期間,魚は昼間魚池の中にいる

が夜は田面に出てくる｡ 田の水を干すと魚池

に集まるので竹の伏せかどで捕える｡田の中

の魚池の多さはタナ トラジャ県を中心とする

地域に大変特徴的で,谷底低地の以前の利用

形態の一端をとどめているようで面白い｡

水田の耕作は11月初旬,浅 く湛水 して現地

名ペレコ (peleko) という1枚の板で行う｡

これは長さが1.5m,幅15cm はどの板を全体

に緩 く曲げたもので,上端に-ンドル用の丸

棒,下端に鉄製刃先がとりつけてある｡これ

を両手で舟の権のごとくもって, 田面 3cm

はどの土をす くう｡ 掌を外側にかえすと,薄

い帯状にすくわれた土が反転され,草の根が

上を向いておきる｡草で草をおさえる形であ

る｡ ひとすき幅で土をす くって端まで行き,

かえりはひとすき幅あけてペレコを入れる｡

行きかえりでふたすき幅 (約20cm となる)
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の低い畝が作 られる｡ 最終的には20cm幅の

畝と溝が田面全部に作 られる｡ この状態で水

をはっておき, 1カ月後に鍬でもう1度田を

うつ｡ この時ペレコでおこした畝の上には少

しばかりの草が生えているが,鍬でうちかえ

して足でふみこむと草は簡単に土とまざる｡

同時に,ルイサン(luisan)という田ぞりで,

高みの土を低みに運び均平作業をする｡ これ

で地拾え完了｡地拾えにはもうーっ,例の蹄耕

もある｡ 蹄耕はここではマブンカ(mabunka)

という｡

準備のととのった本田に催芽籾を散播する

のが伝統的な方法である｡この散播法をペン

ガムボ (pengambo)という｡1950年以降,普

及員の指導で点播法も行われ るよ うにな っ

た｡点播法はプムブブ(pembubu)といってい

る｡いずれの場合も田面には浅い排水溝を切

っておいて採水にならないように調節する｡

散播の場合の問題点は除草が困難なことで,

播種後 1カ月以内に1度除草をするきりで,

あとは放置する｡ 点播 した場合は除草を2回

行う｡ 除草時にはまびき補植を行 う｡

1930年代にやっとふつうの型,まぐわが入

ったが,型はほとんど使われない｡まぐわは

ペレコのあとで使うのに定着 している｡ 移植

法は3年前に始まったばかりで,極端な厚播

きを行い,いもちのはびこった線香苗を作 っ

ている｡ まだ苗作 りの技術に全 く自信がない

ということである｡ 新品種 も紹介されてはい

るが,移植法と組になっているので普及率は

低い｡伝統品種は生育期間が5- 6カ月の有

だ大粒種が多い｡ 収穫は穂刈 りナイフで行

い,米倉に収めた刈穂はたて杵と舟型臼で脱

穀する｡ 種籾をとる場合は足でふむ｡

さて,ママサ盆地から約44km南にもどっ

てスマロロン部落までくると,ここには型耕

の波が海岸から及んでいて,ペレコも散播法

も行われない｡ ここの農夫の見方では,ママ

サ盆地は土が柔 らかいからペレコでも用がた

せ るのだ,スマロロンは土が堅 くペレコでは

作業できないという｡ また,散播をすると除

草が大変で,移植の方が良いともいう｡

ペレコは他方ルウ県のリンボン郡にもあ

る｡ サルクラン村(Salutallang)村の村長によ

れば,ペレコも蹄耕 もリンボン郡 こそ発祥の

地であるという｡ そこか ら各地へ伝播 したの

だとい う｡

このように,ペレコ,蹄耕 して散播する耕

作法, そしてその田が ウマ とよばれる状況

は,かつては谷底の湿地で焼畑技術を中心と

した散播稲作が行われていたことを明確に示

している｡ 今 日の連年植付け水田耕作法は,

ペレコや蹄耕法の創出を契機として,こうし

た焼畑耕作か ら生まれてきたものとみてよい

のではなかろうか｡

ⅠⅠⅠ 南スラウェシ稲作の変容

ⅠⅠⅠ-i 稲作の進化

前章では,南スラウェシの各地にみられる

稲作を羅列的に描いてみた｡ここでは,それら

を稲作発展史的な視点か ら整理 してみたい｡

最初から結論的なことをいえば,南スラウ

ェシには型耕をもつ地域とそれを最近までも

たなかった地域とが明瞭に区別される｡ そし

て,無勢耕地域には,それ独自の稲作発展の

系列がみられる｡ そのあらましは図4に示 し

たとおりである｡

無型耕稲作が侵入 しうる原初的な水利条件

としては,次の三つがありうる｡第 1は山腹

斜面などの乾土地である｡ 第 2は一般の低平

地で,ここは降雨時には一時湛水するが降雨

が終ってしばらくすると乾 くような,いわば

半乾半湿のところである｡ 第 3は沼や潮汐湿

地のように,いわば通年の過湿地である｡

ところで,こういう原初の水利は人為の力

で改変させ られうる｡ 最 もふつうにおこりう

る改変は,乾湿の交互する平地におこる｡ そ
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水 利 条 件

一乾 土 〔畑〕 ー

一半乾半湿土

無型耕一
一非 制 御 〔サワー･ラダン〕

一畦による制御 〔天 水 田〕

一給水 ･排水 〔潅 淑 田〕

一過 湿 土 〔沼 田〕

-i-::-- ≡ 三言…∵ 二 三∴

土地利用密度と使用用具など

粗 放 利 用 高 度 利 用

穿孔用掘棒

穿孔用掘棒

耕起用掘棒

ペレコ,蹄耕

蹄 耕 (藩敵蹄桝田)

な し

(移 植)(匪 室麺垣)ニ

図4 南スラウェシの稲作の発展系路を示す模式図

こに畦を築 き,区切 られた内部の水利をいさ

さかなりとも調節する方法である｡いわゆる

天水田の造成である｡さらに1歩進むと,外

部からの導水が行われるようになる｡いわゆ

る濯鶴田である｡ こういう観点ですると,吹

造を加えたのちの農地には畑,畦なし田,天

水田, 濯鶴田, 沼田といったものがありう

る｡

以上のような異なった水利条件をもつ農地

が,それぞれに独自の農具をとり入れて,外

見の異なるいくつかの稲作を作 ってゆくので

ある｡

畑状態では,最も古 くは山刀と穿孔用掘棒

をもった焼畑がある｡森を焼き,地面に穿孔

して点播し, 1-2年ののちにその農地を放

棄する｡ この焼畑耕作は土地の高度利用に向

かうと連年耕作の常畑になる｡常畑の場合で

も型の導入がない場合は掘棒に凝 らざるをえ

ない｡ しかし,その掘棒はもはや穿孔用では

ない｡耕起用である｡

畦なし田の段階では一般には山刀と穿孔用

掘棒を使用する｡この畦なし田は,まだ長期
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にわたって連作された例がない｡畦なし田は

数年の耕作ののち放棄されるか,あるいは,

畦を新設 し蹄耕水田か梨耕水田にかわってゆ

く｡その意味では,これは数年を単位とした

一時的耕作地としてのみ存在 している｡

この畦なし田では,いわゆる,サワー ･ラ

ダンといわれているものが行われている｡ こ

こでは,繁茂する多年性植物の地上部をたた

き切っただけで,その地盤は何 も乱さないで

稲が植えられている｡ その地盤をみると,そ

こには植物の根が縦横に走り,根網を作 り,

無数の土壌動物が生きている｡地盤はいわゆ

る芝土 (sod)の状態にあり,そこにある根や

動物は土を耕す天然の型の働きをしている｡

サワー ･ラダンはこの土壌条件 を前提 に し

て, その耕作が行われているのである｡ サ

ワー ･ラダ ンでは火入れは行われない｡これ

は,火入れをすると,いっぺんにせっかくの

芝土が消滅 して しまうからである｡

芝土に頼る農耕は, しかし,火入れをしな

くとも長くは続かない｡毎年耕作のたびにそ

れは少 しずつ消耗 してゆくからである｡芝土
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が消滅すると,土壌的には次のような変化が

おこってくる｡すなわち,乾期には地表が乾

いて しまい,大きなひび割れができ,粘土は

すっかり硬化する｡ こうなると,もう次の雨

期になっても膨潤は容易におこらない｡健全

な育苗のためにはどうしても人為的な膨潤,

軟化過程が必要になり,ここに蹄耕の要求さ

れる余地が出て くるのである｡

一旦こうして蹄桝が導入され,土壌が水田

のそれになると,もう芝土-のあともどりは

ありえない｡耕地改良の方法はただ一つであ

る｡確実に水を制御 してふみくだきを適時に

十分に行うということだけである｡ ここに天

水蹄耕田から潅概蹄耕田-の進展がおこる｡

通年過湿な沼田にはこの種の土壌の劣化は

ない｡ したがって蹄耕の導入の必要はない｡

ここでは最後まで山刀で簡単に草を払うだけ

で十分である｡ ここでは,問題はむしろ過剰

な水による冠水害である｡

以上が無型餅の系列の進化である｡もし型

耕が導入されると,それは蹄耕を代替するよ

うなかたちで入ってくる｡そしてそれは蹄耕

がたどったと同じように,天水型耕か ら濯鶴

型耕-進んでゆく｡ 畑の場合は耕起用掘棒に

とってかわる｡ 型耕直播も一部にみられる.

上のようにみてみると,稲作には結局三つ

の系列があるとすることができる｡常畑に向

かうもの,港翫蹄耕田に向かうもの,そして

潅鶴梨耕田に向かうものである｡

ⅠⅠⅠ-ii 南スラウェシの5地区

さきに, 南スラウェシには米食圏 を中央

に, その北にバナナ圏, 雑食圏, サゴ圏,

そして南に トウモロコシ圏があることを述べ

た｡ このことは,上の3系列 とい う視点か

らすると, 次のようにまとめられそ うで あ

る｡

ブキス,マカッサルの米食圏には早 くに型

桝の導入があり, 型耕水稲作 が確立 してい

る｡ 南の トウモロコシ圏も型耕地帯である｡

しかし,ここは乾燥気候のために極相はトウ

モロコシになっている｡ ただ近年になって液

概施設の拡張で畑の水田化が進んでいる｡ し

かし,植付け水の十分に確保できないこの地

方では,それらは直播水稲作という形で展開

せざるをえない｡

中央の米食圏の北に広がる3地区は,本来

無型耕地帯である｡そのうち,山地のタナ ト

ラジャでは,きわめて早い時期に焼畑は水田

と常凪-分極 したらしい｡このうち水田は蹄

耕型の極相を極めている｡ ペレコやルイサン

など特異な耕表具の発明は極相の一つの証で

ある｡斜面の常畑はかつては自給用の食糧を

作ったのであろうが,いまは丁字やコーヒー

などの商品作物が多い｡

ルウのサゴ地帯は農耕的には,いわば処女

地である｡ サゴが自生の植物だからである｡

新 しい土地で,現在ではいわゆる芝土に支え

られたサワー ･ラダンが広 く行われている.

急激に入植者を受け入れているこの地区は,

しかし,近い将来結局は,梨耕水田-変容 し

てゆくのであろう｡

かつてのバナナ地帯であるマジェネやマム

ジュは,山地の トラジャ的環境と低平地のル

ウ的環境をもっている｡ 現在, 山地では木

本の商品作物が現われ出し,海岸部ではサワ

ー ･ラダンから型桝への転化がおこりつつあ

る｡

上に述べたものは,南スラウェシをごくお

おづかみにした時の姿である｡ この大構造

は, したがって,より詳 しくみるともちろん

補正を要する｡ 例えば,タチビの蹄桝田やパ

リマの無勢耕潮汐濯鶴田は大構造からは外れ

ている｡ これらは,広 く覆い尽 くされたブギ

ス,マカッサルの型桝地帯の中で,特殊な環

境のために,例外的にいまなお生き続けてい

る古き無型耕期 の遺物 で あ る｡ところで,

大構造はそれとして,いま南スラウェシを全
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稲作圏的な規模でみてみると,そこには例の

米食圏も含めて,まだ随所にかつての無智新

時代の面影が散見できるところではある｡
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